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如来蔵 ・仏性の思想研究

『如来蔵経」 における検討一一

市 ーー」 隻⊥ 哉*

AStudyontheTathagatagarbhasutra

YoshiyaICHIIhAwA

(昭和56年9月30日 受理)

如 来 蔵 ・仏 性 の 思 想 が もと もと どの よ うな関 心 の も とに,い か な る仕 方 で,ど の よ うな

と ころ に力 が こ め られ て 鼓 吹 され て きナこか.筆 者 の企 図 した い の は,そ れ を如 来 蔵 系 経 典

や 論 書 の 中で 検 討 し,更 に それ が 例 え ば,日 本 仏 教 思 想 史 上,独 自 な思 想 を展 開 す る親 驚

や 道 元 に どの よ うに関 係 して い くの か を跡 づ けて み る とい うこ とに あ る・ しか し こ こで ・

そ の全 て を直 ち に扱 う用 意 は ない.ま ず,『 如 来蔵 経」 を 取 り上 げ経 典 に 即 して,そ うし

た観 点 か ら検 討 す る に止 ま る.

検 討 に先 立 ち テ キ ス トに つ い て0言 して お こ デ).諸 経 録 に よ る と,本 経 の 漢 訳 は四 訳

あ っ た とす るが,現 存 す るの は次 の古 ・新 二 訳 で あ る.

東 晋 仏 駄 践 陀 羅 訳 『大 方 等 如 来 蔵 経 』(大 正 ・16.457.a～460.b)

唐 不 空 訳 『大 方 広 如 来 蔵 経 』(大 正 ・16.460.b～466.a)

サ ン ス ク リ ッ ト原 典 は現 存 し ない が,チ ベ ッ ト訳 が 存 在 す る.

hphagspadebshingsegspahisnipposhesbyabathegspachenpohimdo,trans.

bySakyaprabha,Ye-ses-sde(影 印西 蔵 人蔵 経36・240.1～245.5)

以 下 の検 討 は一 応 チ ベ ッ ト訳 に よ りなが ら も漢 訳者 の理 解 を重 視 して考 察 を進 め る.

C1)

本経は凡そ次の如 き事情でその主題が始まる.

世尊は正覚より十年後のある暑い盛 りの頃,王 舎城の曹闇堀山の栴檀蔵重閣で百千の有

学 ・無学の比丘大衆 と共にいた.世 尊は食事を済ませたあと,禅 定に入 りその威神力によ

って栴檀蔵重閣か ら百千コテイの蓮華を現わし,そ の葉は大車輪の如 くに美事に色香をつ

け蕾をつけていた.蓮 華は上空に昇 り仏国土のすべてを覆い宝石の天蓋のよ うである.一一

々の蓮華の蔵の中には如来身が結珈践坐し十方に光明を放ち,蓮 華は満開した.

ところが,仏 の威神力でそれ らの蓮華の花弁は色あせ汚れ悪臭を放ち萎んで厭悪すべき

ものとなっナこ.し かし,蓮 華蔵の中には如来身が細珈鉄坐し光明を放ち輝いている.こ の

如来身はまた仏国土のすべてのものと共に覆っナこので,国 土は美しくなっナこ.

そこに居合わせTV菩 薩四部衆のすべては驚 き喜んだが,世 尊のこの神変行為に疑いをも

った.蓮 華の花弁 も茎 も色あせ厭悪すべ きものとなった とい うのに,蓮 華蔵の中には如来

身が結脚蹟坐し光明を十方に放ち輝いている.そ の原因(rgyu:praimarycause)と 条件
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(rkyen:co-operatingcause)は 何 か.そ こで,自 らの神 変 行 為 の原 因,条 件 に つ い て世

尊 は,金 剛慧 菩 薩 らに対 して,「 如 来 蔵 と名 づ け る方 等 経 が あ る.そ れ を 説 くた め に こ う

し た不 思 議 な現 象(snapbabimtshanma)を 起 した の だ 」(P.18)と 述 べ,九 つ の讐 喩

を説 くこ とに な る.

こ うした 事 情 か ら い え ば,「 満 開 の 美 しい 蓮 華 と そ の蔵 の 中 に あ り光 を放 つ 如来 身」 に

対 して,「 色 あ せ 汚 れ 悪 臭 を放 つ 蓮 華 とそ の蔵 の 中 に あ り光 を放 つ 如 来 身」 が現 じ 出 され

て,そ うした 神 変 行 為 の 原 因 と条 件 をめ ぐって 以 下 に 展 開 され る 九 喩 が 中心 と な っ てい

る.九 喩 は要 す るに 「一 切 衆 生 は 如 来 蔵 で あ る」 との主 張 の敷 術 に 尽 き るが,そ れ が どの

よ うな仕 方 で 説 か れ 敷 街 理 解 され て い るか が 問 題 で あ る.そ うした 観 点 か ら,第 一 喩 「蓮

華 の 中 の 仏 」 を特 に 注 意 した い.要 旨 は 下 の 如 くで あ る.

蓮 華 の 蔵 の 中 に,上 に み た如 く,結 珈践 坐 し光 を放 つ 如 来 身 をみ て 諸 天 や 人 が 礼 拝 し供

養 す る.そ の よ うに,

「如 来応 供 正 等 覚 は 自 らの 智 と態 と如 来 眼 で貧,瞑,療,渇 愛,無 明 の 煩 悩 の 巾 に あ る衆

生 〔を み るに〕,善 男子 よ,④ そ れ ら煩 悩 の殻 の 中 に あ る衆 生 の 内 に,同 じ く智 を もち眼

を直2処 来 が 結 珈朕 坐 し不 動 で塑 るの を み る.◎ あ らゆ る煩 悩 で 汚 され た 彼 らの 内 に,如

来 璽 法 性(debshingsegspahichosni:tathagatadharmata:⑭ 如 来 蔵 ㊦ 如 来 法 蔵)

が不 動Lら ゆる輪 廻 の道1もよ?て も一染 汚 ミ也 塗燈 で い る.Q塗 み1てLそ れ ら如 来 基 我 と同

じであるとL/われる.善 男子よ,如 来の眼はそのよ うに輝 くもので如来はその眼を以て,

一一切衆生は如来蔵である(semscandebshingsegspa
,isiihpocan:sarvasattvas

tathagatagarbhah)と みるのである.

善男子よ,た とえば,天 眼をもつ人が天眼でこのように色あせ悪臭を放つ蓮華の蕾の開

かないその中をみて,そ の蓮i華蔵の中央に如来が結助1鉄坐しているのを知って如来身をみ

たい と欲してその如来身を清浄にするために,蓮 華の花弁が色あせ悪臭を放ち厭悪せ られ

るべ きそれ らを取 り除 く.そ の如 くに,善 男子よ,◎ 如来はまた仏眼を以て一切衆生は如

来蔵で.むるとみて,乏 れ童衆生㊧倉乳瞑2療,無 阻Q煩 悩Ω殻を囲 くた埜些 法を説 く⊥一そ.

れが成就 されナこ諸の如来は真実 その ものに住する(yahdagPaniddugnasso:⑭ 顕現

仏性,㊦ 得清浄如来体).

善男子よ,こ れは諸法の法性である.諸 の如来が出世するとしないとにかかわ らず,か

れら衆生は如来蔵を有するのである.」(p.20～p.24)

上の第一喩中,次 の四点が注意せ られ るであろう.第0は,「 一切衆生は如来蔵である」

の句が三度に亘 り使われている.恐 らく衆生が如来蔵を有すると主張する最古の ものであ

る.知 られるように,梵 文は 『宝性論」中に引用 される2).

第二は,下 線④◎⑤部分に 『宝性論」第1章27渇,そ の註釈偶及び散文釈に述べる如来

蔵の三義,す なわち法身,真 如,種 姓の義が由来していると学者により指摘 されている3).

それが,『 宝性論』において 如来蔵の 三義のもつ意義に反照 してここで注意せられる.こ

の点については最後に改めて論及す る.

第三は,色 あせ悪臭を放ち厭悪せ られるべ き蓮華とその蔵の中に結珈鉄坐す る不動の如

来身に対置して,人 間の貧,瞑,擬,渇 愛,無 明の煩悩の巾にある如来の法性が喩説せ ら

れる点である.如 来法性は如来蔵のシノニムであるが,衆 生が如来蔵であることを如来蔵

と煩悩 との緊張関係の中で取 り上げ られることが指摘されなければならない.つ まり,そ

れがいかなるものであるかとい う煩悩そのものへの関心であるよ りは,そ れと心の性との

関係に対する強い関心を留意したいのである.第 二喩以下はすべて煩悩とのそ うした緊張
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関係の中で如来蔵がいかなるものであるかを示 していく.そ の限 りで第一喩の範囲を出て

いないが,こ の点は本稿での主題の一つとしてわれわれの関心に もかかわるので次節で立

入ってみ1こい.

なお,第 四は如来蔵に智的性格を附与せ られて述べ られる観点であるが,こ れはそのあ

とで考察を加える.

C2>

まず,第 二 喩 か ら第 九 喩 を概 観 し た あ と 一1の 問題 につ い て 検 討 し ナこい.第 二 喩 「群 蜂

の 中 の蜜 」 は,樹 の枝 に下 っ てい る蜜 房 が い く百 千 コテ イ もの蜜 蜂 に守 られ て い る.蜜 を

欲 す る人 は 巧 み な方 便 で蜂 を駆 逐 す る如 く,「 一 切衆 生 も ま た 蜜 房 と同 じ で あ っ て,そ こ

に は仏 性(sansrgyasnid:buddhatva;⑭ 如 来 蔵,㊦?)が い く百 千 コテ イ の煩 悩 ・随

煩 悩 に 覆 わ れ て い る こ とが如 来 の 智 見 に よ って知 られ る.」(p.32)と 述 べ る.つ ま り,蜜

房 と蜂 と蜜 が 人 間 と煩 悩 ・随 煩 悩 と仏 性 との 関 係 で い わ れ て い る.

第 三 喩 「皮 殻 の 中 の 穀 物 の実 」 は,米,大 麦,粟 な どの穀 物 は そ の実 が 皮 殻 に護 られ て

い て,そ れ 自身 皮 殻 か ら脱 し ない 限 り食 用 の 働 きを な さない.そ れ と 同様 に,「 如 来 も如

来 眼 に よ って 一 切 衆生 の 中 に 如 来 性(tathagatatva:⑭?,㊦ 如 来 体)・ 仏 性(buddhatva:

⑭?,㊦?)・ 自然 性(ranbyunnid:svayambhu:⑭?・ ㊦ 自然 之 智)が 煩 悩 の殻 に よ

って包 まれ て存 在 す る の をみ る」(p.40)と い う.殻 と穀 物 の実 で 煩 悩 と如 来 性 ・仏 性 ・

自然 性 の 関 係 ・存在 が 述 べ られ る.

第 四 喩 「不 浄所 に 落 ちた黄 金 」 は,あ る人 が 寓 乱 し悪 臭 で 覆 わ れ た不 浄 所 で 金 塊 を落 し

た.金 塊 は十 年,百 年,千 年 を経 て も損 傷 す る こ と の ない 性 格 を もつ が,如 何 な る人 に も

利 益 し ない.そ こで,天 は天 眼 を以 て 金 塊 をみ て不 浄 を払 い 浄 め金 の 用 を な さし め ナことす

る.不 浄 は煩 悩,天 眼 を もっ た天 は如 来,金 塊 は不 壊 法(chudmizabahichos:⑭?・

㊦ 不 壊 法)で あ る.「 如 来応 供 正 等 覚 は まナこ一 切 衆 生 中 に不 壊 な る如 来 の法 性 が あ るの で,

腐 っ アこ泥 の如 き煩 悩 を除 くた め に法 を説 くので あ る」(p.48).

第 五 喩 「貧 家 の地 中 に あ る宝 蔵」 は,あ る貧 人 の 家 の 倉庫 の 下 の 地 中 に 大 きな 宝蔵 が あ

る.人 の高 さの七 倍 も深 く地 で覆 わ れ 金 の一 杯 つ ま った 大 宝 蔵 は,「 我 は 大 宝 蔵 で あ る.

地 で覆 わ れ て い る」(p.50)と はい わ ない.貧 人 は そ の上 を往 来 して も宝 蔵 の 存 在 を聞 か

ず 知 らず 見 もし ない.同 様 に,衆 生 は 家 に 相 当 す る もの の 下,つ ま り執 わ れ の 心 の 働 きの

背 後 に,十 力,四 無畏,十 八不 共 法 な どあ らゆ る仏 法 の大 宝 蔵 で あ る如 来 蔵(tathagata-

garbha;⑭ 如 来 智 見,㊦ 如 来 智 慧i)の 存 在 を 聞か ず 得 ず 浄 め る努 力 も しな い ・「如 来 は 世

に 出て 菩 薩 の 中 に か くの 如 き大 宝 蔵 の あ る こ と を開 示 す る.彼 ら も大 宝 蔵 の あ る こ と を信

じ て掘 り出す(mosnasrkoste).… …e如 来 応 供 正 笠 遡 鐘 些渣 浄 な る如 来 眼 を以 工二

切 衆 生 をそ の よ うに み て如 来 智 と 〔± 〕ノユLエ」四 ■ 無畏L〔 十 八 〕 不 共 劃 ム法 蔵 を 瀬 浄 にす

るた め に一S'i:1-1薩た ち に法 を説 く」(p.54).こ こで,貧 人,家,大 宝 蔵 に衆 生,〔 執 わ れ の〕

心(=煩 悩),如 来 蔵(如 来 智見)を 対 応 させ 喩 説 す るが,煩 悩 との か か わ りで 取 り上 げ

る如 来蔵 は宝 蔵(nidhi)が 掘 り出 され て 実 現 す るの は 如 来 智 見 だ とす る漢 訳 者 の 理 解 を

留 意 して お きナこい.

第 六 喩 「外 皮 に 覆 わ れ アこ種 子」 は,例 え ば ア ー マ ラ(Amara),ジ ャ ン ブ ー(iambu),

タ_ラ(Sara)樹 な どの果 実 や バ ン ブ ー(bamboo)の 果 が 外 皮 の殻 の 中 に芽 とな る種 子 の

滅 尽 し ない 性 質 が あ っ て,そ れ を地 に蒔 く と大 樹 王 とな る.そ の よ うに,「 如 来 は ま た世

間 に住 す る もの に貧,瞑 … …無 明 の煩 悩 の殻 で覆 わ れ てい るの を み る.㊧ 貧 … …無 明 の煩
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悩の中に蔵せられているその如来蔵(⑭ 如来宝蔵,㊧ 如来蔵性)が 衆生 と名づけられる.

〔煩悩が1〕除去世 ら赴る辻 それは渥墾ilで塑 る2_延 明璽 煩悩の殻が浄められる故に衆生界中

の木智聚(ye6eschenpo,itshogs:mahajnanagana:⑭ 大智慧聚,㊦ 大智聚体)を 獲得

す る・……如来はそのよ うにみて諸の菩薩摩詞薩に対 して如来の智慧を了解せしめるため

にその意義を説 く」(P・60-62)と し,樹 の果実,種 子(=不 滅尽),大 樹王に煩悩,如 来

蔵(=衆 生;不 壊宝蔵),大 智聚が対置せられる.

第七喩 「汚衣に纒われた七宝の仏」は,貧 人が七宝で作 られた手のひら程の如来像を持

つていた・彼は膿野を通過しようとして人に知 られず盗 られぬように悪臭を放つ布切れで

纒い行 くうち,誤 って死んだ.如 来豫も道傍に放置 され道行 く人に も知 られず踏みつけら

れていた.畷 野に住む天は天眼を以て観察して,「 この中には宝で出来た如来の像がある.

世間のすべてによって敬礼 され るにふさわしいから開 くべし」(P.68)と い う.同 様に,

如来 も一切衆生が煩悩の覆いで包まれ恥ずべ きものとなり,長 い間流転 し畷野に常にさま

よっているのをみる.㊦ 「種々の煩悩の包みに包まれた彼らの 内に,自 分 と似た 如来身

(tathagatakaya:⑭ 如来妙蔵,㊦ 如来体)が あるのをみる.そ こで,如 来は如来智見で

亙堕・に随煩悩か ら離れ清浄 となるか,い かにして自分 と同じく世間のすべてか ら敬礼せ ら

れる趣塑となる塑 考えて,煩 悩の包みか ら解放せしめるためにすべての菩薩に法を説 く」

(P・70).

第八喩 「貧女の懐妊 した転輪聖王」は,孤 独で顔色悪 く臭繊してとがめられるべ きで恐

れられるよ うな容貌の醜い悪魔の如 き,あ る女人がいた.彼 女は懐妊 して疑いなく転輪聖

王 となる衆生(sattva:⑭ 貴子,㊦ 胎)を 胎内に宿しているのに,胎 内の子はどんな子供

であるか考えず,宿 しているか どうか も考えない.そ れだけでなく貧 しく臆病で下劣な思

いの心に取 り慧かれて日を送 っていた.「一切衆生 も孤独で 輪廻苦に悩まされ,輪 廻の生

に住 して孤独の家に住んでいる.そ こで,諸 の衆生には如来の種姓(tathagatagotra:⑭

如来宝蔵,㊦ 如来蔵)が あるのであるが,胎 内にあることはまたかれ ら衆生には知 られな

い」(p.78)と い う.こ こでは,孤 独な貧女,転 輪聖王,臆 病で下劣な思いの心に対して

孤独な衆生,如 来種姓,生 死輪廻苦が喩説 されるが,直 接的に煩悩の語は見当らない.

第九喩 「泥で覆いか くされた金像」は,蝋 によって馬像や象,女,男 像などを造 り泥の

中に入れ覆って焼いて,蝋 を落し金を焼 き溶か して満たし次第に冷やすならば,等 質にな

ったそれ ら像の全体は,外 の泥は黒 く悪色であるのに内は金で出来ている.そ の後,工 匠

かその弟子かがそれがどの像であって も冷えたとみると泥を金槌でとっていくと内が金で

出来た像が清浄となる.同 様に,「如来眼を以て 一切衆生が泥の像の如 くであ り,㊦ 外の

煩悩随糎悩の殻Q内[Q空 間K 一は仏抹が満ち[ていて無漏9≧智璽宝を内にもった如来が美しく

坐 ユェ至.る の を_み量」(p.84).「 工 匠 とい うの は如 来 の 異 名 で あ る.… …如 来 は仏 眼 を以

て一 切 衆生 を か くの如 くみ て,㊦ そ れ ら煩 悩 か ら 自由 に して 仏 智 を 完 成 す るた め に 法 を説

く」(p.86).こ こで は,泥 像 に 対 して煩 悩 の 衆 生,金 像 に 対 して 無 漏 智(zagpamed

pahiyeses:anasvarajnana:⑭?,㊦ 無 漏 知)が 配 され,如 来 蔵 の もつ 智 的 性 格 が窺 え

る.

C3)

上に,第 二か ら第九に至る各喩中で如来蔵が煩悩 とのかかわ りでいかなる緊張関係をも

っているかを一瞥 した.こ のことに関連 して,漢 訳者の理解の特徴的な若干の問題をめ ぐ

って第一,二,六,九 喩を取 り上げ検討してみたい.
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先 掲 の 第一 喩 中 下線 ◎ に 相 当 す る部分 の 漢 訳 は 以 下 の如 くで あ る.

⑭ 仏 は 衆 生 の 如 来蔵 を見 己 りて,開 敷 せ しめ ん と欲 して,為 に法 を 説 き,煩 悩 を除 滅 し

て 仏 性 を顕 現 す る.(p.25)

㊦ 如 来 は仏 眼 を以 て,一 切 の 有情 の如 来 蔵 を 観察 して,か の有 情 を し て順 と擬 と貧 と無

明 の煩 悩蔵 よ り除遣 せ ん と欲 せ し めて の故 に,た め に法 を説 く.法 を聞 くに よ って の 故

に 則 ちま さに 修 行 す る.即 ち,清 浄 な る如 来 の実 体 を得 る.(p.25)

既 掲 の チ ベ ッ ト文debshing§egsparnasniyandagPariiddugnasso(諸 の如 来 は

真実 そ の もの に住 す る)に 照 して,「 仏 性 を 顕 現 す る」,「清 浄 な る 如 来 の 実 体 を得 る」 と

漢 訳 され た のが 注 意 を 引 く.チ ベ ッ ト文 て は 「仏性 」 「如 来 の 実 体 」 の 相 当語 が 見 当 らな

い が,漢 訳 者 の理 解 は煩 悩 を 「除 滅 」 し 「悉 く除 遣 」 す る こ とが 本 来,仏 性 を実 現 す る こ

とで あ り,如 来 そ の ものの 位 を獲 得 す る こ とだ とす る.こ うした 仏 性 の,も と もと,そ れ

が実 現 され るべ きだ とす る把 捉 は 仏 駄 駿 陀 羅 訳 に 特 に よ く示 され て い る.す な わ ち,古 訳

で は,そ れ は如 来 蔵 が 「開 発 」 せ られ 「開 」 か れ るべ き もの とす る理 解 で 示 され る.そ こ

で 以 下 に,「 如 来 蔵 を 開発 す る」・「如 来 蔵 を 開 く」 の用 例 を し ば ら く辿 っ てみ よ う.

第 二 喩 最 後 の 重 偶 中の チベ ッ ト訳 に こ うい う.

我 は また 〔衆 生 の 内 に あ る〕 仏 を清 浄 に す るた め,蜂 を 駆 逐 す る 如 く,煩 悩 を 除 去す

る.(p.38)

これ に 対 して,新 訳 は,「 我,仏 を常 に 浄 め るた め の 故 に,彼 を害 う煩 悩 を 除 うこ と蜂 を

逐 うが 如 し」(p.39)と 相 応 す る.し か し,古 訳 は,

煩 悩 の蜂 を 滅 除 し て,如 来 蔵 を 開発 す る.(p.39)

と翻 ず る.つ ま り,チ ベ ッ ト訳 の 「仏 を清 浄 にす る た めに(sansrgyasrnamparsbyan

dontu)」 を,古 訳 は 「如 来 蔵 を 開発 す る」 と理 解 し てい る.古 訳 に お け る 「開 発 」 の 用

例 は,更 に第 九 喩最 後 の偶 中 に も見 出す.

煩 悩濃 泥 巾 に 皆 如 来 性 あ り.授 く るに金 剛 の慧 を以 て煩 悩 の摸 を槌 破 し如 来 蔵 を開 発 す

る こ と,真 金 の顕 現 す るが 如 し.

チ ベ ッ ト訳 の該 当部 分 に こ うい う.

そ の なか で,菩 薩 た ち は 〔煩 悩 が 〕 静 ま り清 涼 とな っ た もので,彼 らは それ ら煩 悩 を余

す と ころ な く除 去 し,法 器 を以 て それ(煩 悩)を 撃 退 す る.宝 像 が 見 て 快 い 如 く,こ こ

で清 浄 とな っ た仏 子(rgyassrasganshighdirnidaggyurpa)は 十 力 な どで 身 体 を

完 全 に満 た して 世 間 に お い て 供 養 され る.(p.90)

こ こで も,チ ベ ッ ト文 の 「清 浄 とな っ た仏 子 」 を古 訳 は 「如 来 蔵 を開 発 す る こ と」 と して

い て,そ れ が 「煩 悩 の摸 を槌 破 す る」 こ となの だ とす る.重 ね て い え ば,チ ベ ッ ト訳 や 新

訳 の 「清 浄」 が 古 訳 で は 「開 発 」 の意 味 に 理 解 され るの で あ る.

「開発 」 と意 味 を 同 じ くす る 「開 く」 の 語 も指 摘 して お か ね ば な らない.第 六 喩 偶 中

(チ ベ ッ ト訳)に い う.

例 え ば,大 きな樹 の幹 が 種 よ り生 ず るが 如 く,こ れ ら衆 生 も如 何 に して1E覚 し,天 を も

含 め ナこ世 間 の救 護 者 とな るか と,〔 か れ ら衆 生 を〕 浄 め るアこめ に(yohssusbyanbabi

dondu)法 を説 く.(P.66)

古 訳 に こ うい う.

是 の故 に我 は法 を説 きて,彼 の 如 来 蔵 を開 く.疾 く無 上 道 を成ず る こ と,果 の 樹王 と成

るが 如 し.(p.67)

こ こに もや は り,「 浄 め る」 は如 来 蔵 を 「開 く」 と理 解 され てい る.翻 っ て,第 一 喩最 終
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偶 に,「 開 現 」 とあ る.す なわ ち,チ ベ ッ ト訳 に,

か れ ら 〔衆 生 〕 を浄 め る た め に(rnamparsbyanphyir)法 を説 く.(P.30)

とあ るの を,古 訳 に,

法 を説 きて 開 現 せ しむ.(p.31)

とす る の も併 せ て 顧 み て お か ね ば な る まい.

以 上,古 訳 が 「開 発 」 「開 く」 「開 現 」 等 の概 念 を導 入 し理 解 して い る こ とを注 意 した.

換 言 す る と,如 来 蔵 ・仏 性 が 常 に 煩 悩 との 緊 張 対 立 の 関 係 に あ る こ とが 取 り上 げ られ るの

で あ るが,そ の 際,煩 悩 を除 滅 し除 遣 して 衆 生 を浄 め る こ と は,如 来 蔵 が 開 発 開 現 され る

べ き もの と把捉 す る伝統 ・解 釈 の あ った こ とを 示 して い る こ とに 留 意 した い の で あ る.

こ うした 留意 は,第 八 喩 中 に,
　 　 　 　 　

汝 〔の 内 〕 に は如 来(⑭ 仏 性,㊦ 仏 体)が 住 ん で い て,あ る 時 に あ らわ れ るで あ ろ う

(hbyunbarhgyurte).(p.78)

とあ り,こ の部 分 の古 訳 は必 ず し も明 瞭 で は な い が,新 訳 が,
　 　 　 　 　

汝等身中に皆仏体あり.そ の後の時に於て畢いに正覚を成ず.(p.79)

とするのに照して,決 して不当であるとはいえないであろ う.「正覚を成ずる」とか,「如

来があらわれる」とは如来蔵の 「開発」実現を意味するか らである.ま た ここから,「浄

める」は解脱や智に関する語であることも明かであろ う.

常に煩悩 との緊張関係の申で如来蔵が取 り上げられる意義は,一 方で煩悩のそれを含め

て如来蔵の存在の普遍性をい うとともに,他 方,そ れが開発せ られるべ きものとしてある

ことを意味している.別 言すると,如 来蔵が成仏への可能的根拠としての基底の意味をも

つだけでなくして,そ れが開発,実 現されるべ きもの としての正覚,成 仏についての規定

としての意味をもっている.

C4)

さて,論 点 を戻 して,第 一 喩 中 に 注 意 せ られ る第 四 は如 来 蔵 が 智 的 な性 格 を附与 され て

い る とい う観 点 で あ る.

既 引第 一 喩 の文 の 直 後 に こ う述 べ る.

〔如来 蔵 は 〕厭 悪 せ られ るべ き煩 悩 の殻 で覆 わ れ て い るが,そ れ ら煩 悩 の殻 を 除 去 し,

〔そ の 内 に あ る〕 如 来 智 を 浄 め る た め に(debshingξegspahiyeseskyanyonssu

sbyanpahiphyir:⑭ 浄一 切 管,㊦ 浄 如 来 智),如 来 応 供 正 等 覚 は諸 の 誇薩 に対 して法

を説 き,そ の 所 作 を勝 解 せ し め る.(p.26)

こ こで は,如 来 蔵 と如 来 智 とは 同一 視 され る.換 言 す る と,如 来 蔵 が 上 述 の如 く 「開 発 」

せ られ るべ きだ と され るの は,如 来 智 に 転 換 され る こ とが 含意 され て い る.つ ま り,如 来

蔵 は も と も と智 的 性 格 を もつが 故 に,「 開 発」 ・「浄 め る」 べ き もの とされ るの で あ る.

こ うし た如 来 蔵 の もつ 側 面 を蔵 訳 本 文 と漢 訳 者 の理 解 を示 す 用 例 とを通 し て更 に立 ち入

っ てみ よ う.

a)一 切 衆 生 もまた,仏 性(buddhatva)が い く百 千 コテ ィ もの煩 悩 と随 煩 悩 で覆 われ て

あ る の を 〔如 来 は〕 如 来 智 見 で 知 る.… … その 〔衆 生 の内 に もつ〕 如 来 智見 が 清 浄 とな

って(debshingsegspahiyesesmthonbadernamparsbya血snas:⑭ 開 仏 智見,

㊦ 智 見 清 浄),世 間 に おい て 如 来 の働 きを なす.… …(先 引第 二 喩 の あ とに続 く部 分p.

32-34).

b)如 来 応 供 正 等 覚 は… … 如 来 智 と… … を清 浄 に す るた め に 菩 薩 た ちに 法 を説 く(同 第 五



116 奈 良 大 学 紀 要 第10号

喩 下 線 ㊥ 部 分p.54).

c)… … か の 如 来 法 性 は 衆 生 … … 浬 繋 で あ る.… …(如 来 蔵 が)浄 め られ る故 に 衆 生 界 中

の大 智 聚 を獲 得 す る(同 第六 喩 下線 ㊧ 部 分p.60).

d)如 来 はい か に して 如 来 智見 が … …清 浄 とな るか … … と考 えて 煩 悩 …… か ら解 放 せ しめ

るた め にす べ て の菩 薩 ナこちに 法 を説 く(同 第 七 喩 下 線 ㊦ 部 分p.70).

e)一 切 衆 生 の … … 中に は … …無 漏 の 智 の 宝 を内 に もった 如 来 が 美 し く坐 って い る… ….

如 来 の智 慧 とい う宝 を浄 め るた めに … … 煩 悩 を滅 す る… ….… …煩 悩 か ら自 由に して 仏

智 を完 成 す る た めに 法 を説 く(同 第 九 喩 下 線 ㊦ と重 な る.p.84-86).

上 掲 の チベ ッ ト訳 を図 式 的 に概 観 す る と,仏 性,如 来 智 見,如 来 法 性,衆 生,無 漏 智,

如 来 智 はす べ て如 来 蔵 と等 置 され る.細 か くい え ば,a)で は衆 生 が 内 に もつ 仏 性 が 浄 め

られ て如 来 智見 とな る(転 換 され る).b)で は 智 慧 とい う 徳 性 を 宝 蔵=如 来 蔵 が もち,

c)で は如 来 蔵 が 大 智慧 聚 に転 換 し,d),e)で は 明 か に 如 来 蔵 が 如 来 智見,無 漏 智,

如 来 智 慧 に転 換 せ しめ られ る こ とが 前 提 に あ っ て,「 仏 智 の 完 成(sansrgyaskyiyeses

larabtuhgotpa)」(P.86)が 目 ざ され て い る.

漢 訳者 の理 解 もま た,こ うし た 智的 性 格 を もつ如 来 蔵 を 踏 ま え て い る こ とを み てみ よ

う.古 新 二 訳 と もに,「 如 来 蔵 」 と訳 す る語 の 原 語 を チベ ッ ト文 か ら 推 定 摘 出 す る と下 の

如 くで あ る.

tathagatagarbha(debshing§egspahisiinpo)⑭2(例)・ ㊦4(例),tathagata-

dharmata(debshingsegspahichosnid)1・1,dharmata(chosnid)1・0,buddhatva

(sansrgyasnid)1・0,sattva(semscan)1・0,sugatakaya(bdegsegslus)1・0,

jinakaya(rgyalbahilus)1・0,buddhakaya(rgyalbarnamskyilus)1・0,tathaga-

tagotra(debshing§egspahirigs)1・1,jinaputra(rgyalsrah)1・0,tathagatatva

(debshingsegspanid)2・1,avipranasadharma(chudmizabahichos)1・0,

asamsrstabuddhaganja(seesrgyaskyimahdrespahimdsod)1・1

こ こか ら判 然 と した こ と とし て指 摘 出来 るの は,古 訳 が 言 語 的 に 多 くの 語 を 「如 来 蔵 」

と訳 して い て,そ の原 語 を特 定 す る こ とは ほ とん ど不 可 能 で あ る こ と と,新 訳 で は 大 体 特

定 出 来 るが 必ず し も一 語 で は な い こ とで あ る.

と ころ で,こ の こ とに 関連 して 「仏 性 」 の語 に つい てい え ば,訳 語 と して の 「仏 性」 は

古 訳 の み に三 例 あ り,そ の原 語 もチ ベ ッ ト訳 との対 照 で み る限 り特 定 出 来 ない.三 例 中 の

① は既 に触 れ ナこ第 一 喩 中 の 「それ が 成 就 され ナこ諸 の如 来 は 真 実 そ の もの(yahdagpar

niddu)に 住 す る」 を 「仏 性 を 顕現 す る」 とす る.② は第 四 喩 偶 中 に,「0切 衆 生 もまた,

諸 の 煩 悩 に よ って 長 い 間 絶 えず 従 わ せ られ て い るの を み て,そ れ ら 〔煩 悩 〕 は 客 塵 煩 悩 で
　 　 　 　 　 　

あ る と知 って,本 性(rahbshin:prakrti)を 浄 め るナこめ に方 便 を以 て法 を説 く」(P.50)

と あ るの を,「 … …仏 性 の 煩 悩 の 覆 い を速 か に 除 きて 清 浄 な らしむ 」(p.51)と す る.③ は
　 　

既 引 の 如 く,第 八 喩 中 に 「汝 〔の 内 〕 に 如 来 が 住 ん で い て あ る時 に あ らわ れ るで あ ろ う」

(p.78)と あ る部 分 を,「 汝 等 自身 に 皆 仏 性 あ り」(p.79)と して い る.こ れ らは対 応 す る

新 訳 は順 次,「 清 浄 な る実 体 を得 る」,「自性 」,「仏 体 」 とす る.こ の よ うに 古 訳 の 三 例 は

言 語 的 に 異 り,「 如 来 蔵 」 の原 語 と 同様 に 必 ず し も特定 出 来 ない だ けで な く,訳 語 と して

の統 一 性 もあ る と はみ えな い.

そ こで,上 掲 の推 定 原 語 中 のtathagatagarbhaの 訳 語 に つ い て 戻 して み よ う.チ ベ ッ

ト訳 の 五 例 中 は じめ 四 例 は 第 一 喩 中に み られ 新 訳 が す べ て 「如 来 蔵 」 とす るの に 対 し,古

訳 は二 例 だ け で,他 は 「如 来 身 」 とす る の と訳 語 を欠 くの とで あ る.あ との一 例 は既 引 第
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五喩中の もので,古 訳が 「如来智見」,新 訳が 「如来智慧」 とする.こ れは蔵漢二訳の使

用したテキス トの違いに起因する訳語のそれではないか ともいわれるが,そ れにして も,

両漢訳者のなした理解が智的性格に与 る如来蔵であることにむしろ注意を喚起したいので

ある.

C5)

如 来 蔵 思 想史 上,本 経 が どの よ うな 位置 を占 め るか.本 稿 で は,本 経 の 思 想 が 『宝 性

論 』 に お い て どの よ うに捉 え られ た か を考察 して 結 び に か え た い.

さ きに,『 宝 性 論 』 第 一 章 第27偶 以 下 に 述 べ る如 来 蔵 の三 義 が 本 経 第 一 喩 中 に 遡 源 で き

る と され る こ とを一 言 した が,第99偶 か ら第126偶 にか けて 本 経 の九 喩 が 詳 し く 紹 介 され

る4).そ の場 合,九 喩 を順 次 紹 介 す る の に先 立 ち一 々 こ う述 べ る.

諸 の煩 悩 は萎 ん だ蓮 華 の弁(以 下 順 次 に,小 虫,外 の籾 殻,不 浄 な糞 薇 処,大 地 の下,

皮 殻,悪 臭 を放 つ布,懐 妊 し た女,土 泥 の漆 喰)の 如 く,如 来 性(tathagatadhatu)は

仏(同 様 に,蜂 蜜,内 部 の 実 核,黄 金,宝 蔵,種 子 の芽,宝 像,迦 羅 羅 の大 種 の 中 の転

輪 聖 王,黄 金 の像)の 如 くで あ る.

上 文 中 の如 来 性 が 第145偶 か ら第152偶 にか けて は三 義 に分 けて 解 釈 され て い く.つ ま り,

本 経 で 鼓 吹 され た如 来 蔵tathagatagarhaが 如 来 性tathagatadhatuと 把 捉 され,そ れ が

法 身,真 如,種 姓(tathagata-dharmakaya,-tathata,-gotra)の 三 義 で解 釈 され る.し た

が って,こ の 三 種 自性 説 に 立 ち入 って 考 察 す る こ とは思 想 史 的 展 開 を辿 る こ とを意 味 し,

本 経 の 原 意 が よ り鮮 明 に な る と思 わ れ る.

きて,如 来 性 の 固 有 の あ り方(svabhava)と し て の三 義 は本 経 九 喩 に示 され る如 来 蔵 の

あ り方 との 関 係 で 次 の 如 く述 べ る5).

法 身 に つ い て

仏 像 と蜜 と核 との三 喩 に よ って,如 来 法 身 が 残 りな く 衆 生 界 に 遍 満 して い る 義 に つ い

て,一 切 衆生 は如 来 蔵 で あ る と説 か れ た.何 とな らば,衆 生 界 中い か な る衆 生 も如 来 法

身 の 外 に あ る もの は い な い.あ た か も虚 空界 に お け る色 の 如 くに.

真 如 に つ い て

黄 金 の一 喩 に よ っ て,真 如 の無 差 別 の義 に つ い て如 来 は真 如 で あ り一切 衆 生 の胎 で あ る

と説 か れ た.心 の 本 性 清 浄不 二 の 道 理 に つ い て 世 尊 は 次 の 如 く説 か れ た.

そ こで,文 殊 師 利 よ,如 来 は 自己 に 対 す る取 著 の 根本 を 知 る.自 己 の 浄化 に よ っ て一

切 衆 生 の清 浄 を導 くの で あ る.自 己 の清 浄 化 と衆 生 の 清 浄 化 とは不 二 で無 二 分 で あ る,

と.

種 姓 に つ い て

残 りの宝 蔵 と樹 と宝 像 と転 輪 聖 王 と黄 金 像 の五 喩 に よ っ て,三 種 の仏 身 の生 ず る種 姓 固

有 の性 質 の義 に つ い て 如 来 性 は一 切 衆 生 の 胎 で あ る と説 か れ た.何 とな らば,如 来 そ の

もの(tathagatatva)は 三 種 仏 身 と して 示現 され るか らで あ る.そ れ 故 に,如 来 性 は そ

れ(三 種 仏 身)を 得 る因 で あ る とい わ れ る.こ こで,性(dhatu)の 義 は 因(hetu)の

義 で あ る.何 とな らば,次 の如 くい われ るか らで あ る.

そ こで,一 々 の衆 生 に如 来 性 が 生 じ胎 の 中 に あ る もの とし て存 在 し てい るが,か れ ら

衆 生 は 〔それ に〕 目覚 めて い ない,と.

上 に如 来 性 の固 有 の あ り方 として 解 釈 され た三 種 自性 説 は,前 節 まで に述 べ た本 稿 に お

け る一 応 の結 論 と どの よ うにか か わ るか.一 応 の結 論 とは,如 来 蔵 が 開 発,実 現 され る も
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の として 理 解 され,如 来 蔵 が もと もと智 と して の 性 格 を もち,開 発 とは 智 慧 の実 現 せ られ

る こ とで あ る としナこ.こ うした 観 点 に 立 つ と き,三 種 自性 説 は 次 の 二 点 か ら 考 察 せ られ

る.

第 一 は,本 経 に お け る 智慧 が 開 発 せ られ るべ きだ とす る趣 旨 に三 種 自性 説 はつ なが って

い て,組 織 化 され て い る こ とで あ る.三 種 自性 説 の基 底 で あ る 『宝 性 論 』 第 一 章 第27偶 に

戻 して み よ う.そ こで は,「 一 切衆 生 が 如 来 蔵 で あ る」 こ とが 次 の如 き 三 義 で解 釈 せ られ

た6).

1.衆 生 に 仏 智buddhajnana〔=仏 身sambuddhakaya=如 来 法 身tathagatadhar-

makaya)が 摂 在antargam(=遍 満spharana=parispharana)し て い る こ と.

2.そ れ(仏 智)の 清 浄(=真 如tathata)と 不 二advayatva(=無 差 別avyatireka=

avyatibheda)で あ る こ と.

3.〔 仏 の種 姓 に お い て 〕 そ の(仏 智)果 が隷 属upaacra(=出 現sambhava)す る こ

と.

三 義 を この よ うに摘 要 す る な らば,こ こで は 「仏 智 の 遍 在,清 浄 化,実 現 」 に 終 始 して

い る.こ れ は後 述 す る第 二 章 で,「 転 依 の 因 は 世 間 ・出 世 間 智(laukikalokottarajnana)

で あ る」 とい われ る の に相 応 す る.

第 二 に,三 種 自性 説 仏 智 の実 現 につ い て は,『 宝 性 論』 に展 開 され る 仏 身 論 へ と考

察 を 進 め な け れ ば な らない.仏 身 論7)と は 仏 陀(Buddha覚 者 ・目 ざ め た人)の あ り方 を

い か な る もの と考 え るか とい うこ とにか か わ って い るか らで あ る.以 下 そ の点 に若 干 立 ち

入 って み る.

「仏 の種 姓 に お い て 仏 智 の果 が隷 属 す る」 こ とを述 べ る第149偶 ～ 第152偶 で,三 身説 に

立 つ 仏 身 論 が 下 の如 く展 開 され る8).

この 種 姓 は二 種 が あ る と知 ら るべ きで あ る.1と 種 子 よ り生 ず る木 との如 くで あ る.

無 始 時 来 の 性 質 と して あ る もの(anadiprakrtistha)と 獲 得 的 な(samudanita)最 上 の

もの とで あ る.(149偶)

この 二 つ の 種 姓 か ら三 種 の 仏 身 が 得 られ る と考 え られ る.第 一 の種 姓 か ら第一 身 が,第

二 〔の 種 姓 〕 か らあ との 二 身 が 得 られ る.(150偶)

清 浄 な 自性 身(svabhavika)は 宝 像 の如 くで あ る と知 るべ きで あ る.本 性 は 非 人 為 的 な

もので あ るか らと功 徳 宝 の 所 依 で あ るか らとで あ る.(15⊥ 偶)

受 川 身(sambhoga)は 大 法 の 帝 王 で あ るか ら転 輪 聖 王 の 如 くで あ る.変 化 身(nirmana)

は影 像 を固 有 の あ り方 とす るか ら黄 金 の像 の如 くで あ る.(152偶)

仏 の種 姓 とは仏 の 家 系 に 属 し仏 の 本 質 を有 す る こ と を意 味 す るが,そ の種 姓 に,「 無 始

時 来 の性 質 として あ る もの」 と 「獲 得 的 な最 上 の もの 」 とが あ る.自 性 身 は前 者 か ら,受

用,変 化 の二 身 は後 者 か ら生 ず る とす る.も し も 『大 乗 起 信 論 』 的 表 現 を とる な らば,前

者 は本 覚 で あ る のに 対 し後 者 はい わ ば始 覚 に相 当す る.し た が って,上 の 如 来 性 の 固 有 の

あ り方 として の種 姓 の義 は,第 二 章 の転 依 の 「起 の 義(vrttyartha)」(仏 の あ らわ れ 方)

の 申 で展 開 され る仏 身論 が み られ な けれ ば な らない9).つ ま り,如 来 性 が 転 依 して 煩 悩 蔵

を離 脱 し清 浄 とな った仏 の あ り方 とはい か な る もので あ り,全 体 として は それ は どの よ う

な こ とを意 味す るの か とい う問題 で あ る.

C6)

煩悩蔵 と不離なかの 〔如来〕性が如来蔵であると世尊が説かれた.そ の 〔如来性の〕清
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浄 は転 依 の固 有 な あ り方 で あ る10).

こ こで 清 浄 とは,本 性 清 浄(prakrtivisuddhi)と 離 垢 清 浄(vaimaliyavisuddhi)と を

い うが,前 者 は解 脱 で あ るが 世間 の束 縛 か ら自由(visarPyoga)で は な い .後 者 は解 脱 で

世 間 の束 縛 か ら自由 で あ る とす る11).し た が って,清 浄 とは 如 来 蔵 に つ い て の 性格 とい う

よ りは ・解 脱 や 智 慧 に 関 し てい われ て い る.同 章 第21偶 で い う解 脱 身 「muktika,ya)が 前

者,法 身 が後 者 に相 当 し,転 依 の因 で あ る世 間,出 世 間 の 二 智 が こ の 「解 脱 身 を 完 成

(purana:rdsogspa)し,法 身 を清 浄化 す る」(第21偶).解 脱 身 と法 身 との関 係 は解 脱

し て法 身 とな る ので は な く,解 脱 身 が 法 身 な の で あ り,「 解脱 身 と 法 身 とは 二 に して一 で

あ る」(第22偶).

「起 の 義 に 関 して 仏 身 の弁 別(vibhaga)」 を述 べ る諸 偶 で は9),法 身 は 自性 身 と され,

そ れ が 法界 を 自性 と した離 垢 無 分 別 は さ と りそ の もの を意 味 す る.思 量 の 境 界 で な い

(tarkasyagocaratva)か ら人 間 の思 惟 や経 験 を超 え て不 可 思 議(acintya)で あ る.自 性

身 は・ ま た・ 法 性 ・法 身 を 自性 とす る故 に 受 用 ・変 化 二 身 の 根 拠 とな る.「 色 が虚 空 の 中

に存 在 す る如 く,二 身 は法 身 の 中に 存 在 す る(vartana)」(第61偶).
　 　

受用身(sambhoga)は ・漢訳 『宝性論』にも 「受楽仏」 と訳される如 く12),一 般に法

を享受(enjoyment)す る意をもち 自ら法を楽 しむのであるが,同 時に,そ れを他にわか

ち説法する意をももつ.し たがって,受 用身については,「種々の 妙法の光明をもつ身体

によって・世間を解脱せしめるために努力を集中し,所 作は如意宝珠の王宝のように,種

々のかたちをとるが,そ れは自性をもたない」(第40偶) .「種々の法を 享受し色法を顕現

する故に,大 悲の清浄な等流 として衆生利益のために断絶しない故に,無 分別に無功用に

願いの如 く満たす故に,如 意宝珠の威力のような神通によって 受用身が 住する」(第49・

50偶)と 述べる.

変化身については,「仏は大悲に よってすべての世問をみて,法 身と間隙なく種々のか

たちをとった変化身によって,本 生等と兜率天に生れ,そ こから退き,入 胎,出 生,技

芸,熟 達,後 宮の歓楽遊戯,出 家,苦 行,菩 提道場への進趣,悪 魔降伏,正 覚,転 法輪,

入浬繋などの行為を,世 間のある限 り不浄な国土に おいて示現する」(第54～56偶)と い

う.変 化身は,こ のように,肉 体をもつ存在(色 身),す なわち,歴 史的,時 間的,具 体

的な実在としての釈迦の如き仏身を意味する.

自性身を法身,勝 義身(paramarthakaya)と い うのに対し,受 用,変 化の二身は色身

(rupakaya),世 俗身(samvrtiaya)と いわれる]3).そ の限 り,上 にみたところからも

察せられるように,自 性身は法界,法 性を自性とする原理的な ものであるが,他 の二身は

それらが何らか現象的にかたちをとってあらわれ働くものとして考えられる.

『宝性論』において展開す るこうした仏身論は,結 論的にい うならば,本 来,不 動なも

のとしての如来性,つ まり法界,法 性 それを 『如来蔵経』では如来蔵 とせ られた一

が,い わば己れ自身を示現するとい う意味をもつ自性,受 用,変 化の三身説に 立ってい

る.『如来蔵経』における九喩に始った如来蔵の思想は,『宝性論』における法界の自己実

現 とい う論理に立つ思想へ とつながってい くのである.

注

1)本 経 の書誌学的な問題 については,仏 教文 化研究所編 『漢蔵三訳対照如来蔵経』の藤堂恭俊教授

の解題 に詳 しい.以 下,本 経の引用はすべ て本書 に依 る.()内 に本書 の頁数 を示 し,⑭,㊦ は

それぞれ仏陀祓陀羅訳,不 空訳 を意味 し参考 にその訳語を補 った.な お,本 経の チベ ッ ト訳か ら近
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年,高 崎 直道 教 授 の 和 訳(『 大 乗 仏典12』 中 央 公 論 社)が 出版 され て い る.

2)TheRatnagotravibhagaMahayanottaratantrasastra,ed.byE.H.Johnston,Patna,1950,

P.73.な お,tathagata-garbhaのgarbhaはthewombあ るい はafetusorembryoを 意 味

す るが,こ の場 合 は,「 如来 を胎 内 に宿 す 」 の 意 とな る.こ れ は,既 に い わ れ る如 く,具 体 的 に は
　 　

Mahavastuな どに出て くる入胎の物語が背景 となって,そ こか ら本経 のtathagatagarbhaの 思

想が成立 して きた と思われ る.

3)高 崎直道 『如来蔵思想の形成』p.44参 照.

本稿 に必要な限 りで触れ てお くと,第27偶 は,「一 切衆生が如来蔵で ある」 ことを,「 仏智が衆生の

内にい きわた る故に,そ れ(仏 智)の 清浄 なる ものはそれ 自身 としては不二 なるが故に・仏の種姓

においてそれ(仏 智)の 果が隷属す る故に,一 切の有身者は仏蔵 であ る」 と述べ る・第 ・rrはこの

三義 を承 けて,「 正覚仏身が遍す る故に,真 如が無差別で ある故に,ま た種姓 の故に常に一切の有

身者は仏蔵で ある」 としたが,散 文釈は如来 の 「法身遍満の義,真 如無差 別の義,種 姓存在 の義」

とまとめ(E.H.J・hnston,oP.cit.,P.26).い わば トリアーデ と考え られ て 「三種 自性」 と呼ん

でい る(ibid.P.69).
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Summary

Inthispaper,IhaveanalyzedaboutthenineparablesintheTathagatagarbhasutra

toexplainthemostimportantfeaturesinTathagatagarbha-theory.Sotheresults

gainedareasfollows;(1)Tathagatagarbhaoughttobeenlightenedanddeveloped.

(2)Thethoughtofthissutraistodevelop,basedonalogicofself-realizationof

dharmadhatuinthehistoryofthoughts.


